
球磨川流域の復旧・復興に向けた取組み Vol.１１

復興まちづくりへ向けた取組み

令和３年２月末日

問合せ先 球磨村役場 復興推進課
０９６６－３２－１１１４

一勝地地域では１月末までに、行政８区および12区で地域別協議会が開催されました。
以下は、復興まちづくりに関して出された意見の一例です。

行政８区

行政12区

・災害時、球磨川へ下る道も三ヶ
浦へ上る道も通行止めになった。
・公民館は斜面災害の危険性があ
るため、避難場所としては不適当。

橋詰

・被災時にはどの方向にも逃げられ
ない状況に陥る可能性がある。
・ガード下の道路を改善して欲しい。

友尻

・渕田酒造の横、山側から水が流
れてくる。また、高架下に水が溜ま
るので地区内の各所に避難する。

宮園

・被災時、集落内に車を避難させ
る安全な土地があるといい。

・砂防ダムを越えて土砂が流入した
ため、河川が氾濫した。ダム建設後
の管理方法に課題がある。

・ヘリポート整備予定地に高台
避難所、または避難タワーを
建設してはどうか。

池下 小谷 淋

・球磨川に入る2本の支流の復旧作

業が上流の砂防工事との関係で未
完了のため、少しの雨でも水が溢
れる。

大坂間

・土砂災害や浸水により、孤立の
可能性があるため、何日か分の食
糧備蓄が必要。

・避難所となっている公民館の老
朽化が心配。

向淋

・水道を小谷から引いている。今後
の管理について、地区では難しい。
・落石防止、急傾斜対策を考えて
欲しい。

松本
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かさ上げの高さである「対策後水位」において、流域
治水完了後には、令和２年７月豪雨と同程度の雨量
があっても超えない想定です。

しかし、流域治水が完了するまでには多くの時間を
要することから、避難路・避難場所、地区防災計画、
水害保険の加入促進などのソフト面での事業を進め
ていきます。

地域の意見を踏まえ、９月28日の復興まちづく

り計画説明会では一勝地地区まちづくり骨子案
（左）および復興イメージ図（下）をお示ししました。

一勝地地区の復興イメージ図

一勝地地区まちづくり骨子案
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復興まちづくり計画骨子を具体化した、現時点での復興まちづくり計画（案）は以下のとおりです。
地域別協議会を開催した行政第８区及び第12区の住民に対し、個別に送付し、意見を募集して
おります。


